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令和元年第４回大仙市議会定例会会議録第１号

令和元年１１月２６日（火曜日）

議 事 日 程 第 １ 号

令和元年１１月２６日（火曜日）午前１０時００分開議

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定 （２１日間）

第 ３ 議長報告 ・財政援助団体等監査の結果について

・議会動静報告書

第 ４ 市政報告

第 ５ 議案第 ９４号 平成３０年度大仙市一般会計歳入歳出決算の認定について

（委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ６ 議案第 ９５号 平成３０年度大仙市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について （委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ７ 議案第 ９６号 平成３０年度大仙市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について （委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ８ 議案第 ９７号 平成３０年度大仙市学校給食事業特別会計歳入歳出決算の認

定について （委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ９ 議案第 ９８号 平成３０年度大仙市奨学資金特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて （委員長報告・質疑・討論・表決）

第１０ 議案第 ９９号 平成３０年度大仙市スキー場事業特別会計歳入歳出決算の認

定について （委員長報告・質疑・討論・表決）

第１１ 議案第１００号 平成３０年度大仙市太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算の

認定について （委員長報告・質疑・討論・表決）

第１２ 議案第１０１号 平成３０年度大仙市内小友財産区特別会計歳入歳出決算の認

定について （委員長報告・質疑・討論・表決）

第１３ 議案第１０２号 平成３０年度大仙市大川西根財産区特別会計歳入歳出決算の

認定について （委員長報告・質疑・討論・表決）
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第１４ 議案第１０３号 平成３０年度大仙市荒川財産区特別会計歳入歳出決算の認定

について （委員長報告・質疑・討論・表決）

第１５ 議案第１０４号 平成３０年度大仙市峰吉川財産区特別会計歳入歳出決算の認

定について （委員長報告・質疑・討論・表決）

第１６ 議案第１０５号 平成３０年度大仙市船岡財産区特別会計歳入歳出決算の認定

について （委員長報告・質疑・討論・表決）

第１７ 議案第１０６号 平成３０年度大仙市淀川財産区特別会計歳入歳出決算の認定

について （委員長報告・質疑・討論・表決）

第１８ 議案第１１７号 大仙市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例の制定について

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第１９ 議案第１１８号 大仙市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第２０ 議案第１１９号 大仙市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例等の一部を

改正する条例の制定について

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第２１ 議案第１２０号 令和元年度大仙市一般会計補正予算（第７号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第２２ 議案第１２１号 令和元年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第２３ 議案第１２２号 令和元年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第２４ 議案第１２３号 令和元年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第１号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第２５ 議案第１２４号 令和元年度大仙市上水道事業会計補正予算（第１号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）
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第２６ 議案第１２５号 令和元年度大仙市簡易水道事業会計補正予算（第２号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第２７ 議案第１２６号 令和元年度大仙市下水道事業会計補正予算（第２号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第２８ 議案第１２７号 会計年度任用職員制度の施行に伴う関係条例の整理に関する

条例の制定について （説 明）

第２９ 議案第１２８号 大仙市大綱交流サロン条例の一部を改正する条例の制定につ

いて （説 明）

第３０ 議案第１２９号 大仙市一般職の職員の給与に関する条例及び大仙市一般職の

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制

定について （説 明）

第３１ 議案第１３０号 大仙市駐車場条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第３２ 議案第１３１号 大仙市大曲駅自転車駐車場条例の一部を改正する条例の制定

について （説 明）

第３３ 議案第１３２号 大仙市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の

制定について （説 明）

第３４ 議案第１３３号 秋田県市町村総合事務組合規約の一部変更について

（説 明）

第３５ 議案第１３４号 大仙市協和内水面漁業近代化施設及び大仙市協和広場等利用

施設の指定管理者の指定について （説 明）

第３６ 議案第１３５号 大曲地域職業訓練センターの指定管理者の指定について

（説 明）

第３７ 議案第１３６号 大仙市神岡生産物直売・食材供給施設の指定管理者の指定に

ついて （説 明）

第３８ 議案第１３７号 大仙市中仙地域農業総合管理施設の指定管理者の指定につい

て （説 明）

第３９ 議案第１３８号 八乙女温泉さくら荘の指定管理者の指定について（説 明）

第４０ 議案第１３９号 大仙市神岡交流促進センターの指定管理者の指定について

（説 明）
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第４１ 議案第１４０号 西仙北ぬく森温泉ユメリアの指定管理者の指定について

（説 明）

第４２ 議案第１４１号 協和温泉（四季の湯）の指定管理者の指定について

（説 明）

第４３ 議案第１４２号 大仙市南外ふるさと館の指定管理者の指定について

（説 明）

第４４ 議案第１４３号 史跡の里交流プラザ「柵の湯」の指定管理者の指定について

（説 明）

第４５ 議案第１４４号 太田交流の森及び太田レクリエーションの森の指定管理者の

指定について （説 明）

第４６ 議案第１４５号 大仙市八乙女交流センターの指定管理者の指定について

（説 明）

第４７ 議案第１４６号 大仙市民プール等の指定管理者の指定について （説 明）

第４８ 議案第１４７号 大仙市営八乙女球場及び大仙市八乙女運動公園テニスコート

の指定管理者の指定について （説 明）

第４９ 議案第１４８号 太田新興緑地広場等の指定管理者の指定について（説 明）

第５０ 議案第１４９号 太田南部地区公園及び横沢東農村公園の指定管理者の指定に

ついて （説 明）

第５１ 議案第１５０号 令和元年度大仙市一般会計補正予算（第８号） （説 明）

出席議員（２５人）

１番 古 谷 武 美 ２番 ３番 三 浦 常 男

４番 佐 藤 隆 盛 ５番 挽 野 利 恵 ６番 秩 父 博 樹

７番 石 塚 柏 ８番 冨 岡 喜 芳 ９番 本 間 輝 男

１０番 藤 田 和 久 １１番 佐 藤 文 子 １２番 小笠原 昌 作

１３番 小 松 栄 治 １４番 後 藤 健 １５番 佐 藤 育 男

１６番 １７番 児 玉 裕 一 １８番 佐 藤 芳 雄

１９番 髙 橋 徳 久 ２０番 橋 本 五 郎 ２２番 佐 藤 清 吉

２３番 高 橋 幸 晴 ２４番 大 山 利 吉 ２５番 鎌 田 正

２６番 高 橋 敏 英 ２７番 橋 村 誠 ２８番 金 谷 道 男
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欠席議員（１人） ２１番 渡 邊 秀 俊

遅刻議員（１人） ８番 冨 岡 喜 芳

早退議員（０人）

説明のため出席した者

市 長 老 松 博 行 副 市 長 佐 藤 芳 彦

副 市 長 西 山 光 博 教 育 長 吉 川 正 一

上 下 水 道 事 業
代 表 監 査 委 員 福 原 堅 悦 今 野 功 成

管 理 者

総 務 部 長 舛 谷 祐 幸 企 画 部 長 福 原 勝 人

市 民 部 長 加 藤 博 勝 健 康 福 祉 部 長 加 藤 実

農 林 部 長 福 田 浩 経 済 産 業 部 長 高 橋 正 人

建 設 部 長 古 屋 利 彦 災害復旧事務所長 進 藤 孝 雄

病 院 事 務 長 冨 樫 公 誠 教 育 指 導 部 長 佐 藤 英 樹

総 務 部 次 長 兼
生 涯 学 習 部 長 安 達 成 年 佐々木 隆 幸

総 務 課 長

議会事務局職員出席者

局 長 齋 藤 博 美 参 事 齋 藤 孝 文

参 事 進 藤 稔 剛 参 事 冨 樫 康 隆

副 主 幹 佐 藤 和 人

午前１０時００分 開 会

○議長（金谷道男） おはようございます。

これより令和元年第４回大仙市議会定例会を開会いたします。

市長から招集の挨拶があります。老松市長。

【老松市長 登壇】

○市長（老松博行） おはようございます。

本日、令和元年第４回大仙市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位におか
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れましては、ご参集をいただきまして誠にありがとうございます。

さて、今次定例会におきましてご審議をお願いいたします案件は、条例案９件、単行

案１７件、補正予算案８件の合計３４件であります。

このうち、国の人事院勧告を受けた国家公務員の給与改定に倣い実施する一般職など

の給与等の改定に関する議案第１１７号から議案第１２６号までの条例案及び補正予算

案につきましては、本会議初日に採決をお願いするものであります。

各案件につきまして、よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げまして招集の挨

拶とさせていただきます。

【老松市長 降壇】

午前１０時０１分 開 議

○議長（金谷道男） これより本日の会議を開きます。

欠席の届出は２１番渡邊秀俊君、遅刻の連絡があったのは８番冨岡喜芳君であります。

○議長（金谷道男） 本日の議事は、議事日程第１号をもって進めます。

○議長（金谷道男） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、議長において１１番佐藤文子

さん、１２番小笠原昌作君、１３番小松栄治君を指名いたします。

○議長（金谷道男） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から１２月１６日までの２１日間とい

たしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） ご異議なしと認めます。よって、会期は２１日間と決定いたしまし

た。

○議長（金谷道男） 次に、日程第３、この際、諸般の報告をいたします。

財政援助団体等監査の結果についてが市監査委員から提出されております。

また、９月定例会初日から昨日までの議会動静報告書を別添お手元に配付のとおり報
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告いたします。

また、本日、定例会開会前に開催されました議会改革推進会議において、同委員長に

７番石塚柏君、副委員長に１４番後藤健君が選出されましたのでご報告いたします。

○議長（金谷道男） 次に、日程第４、市長からの市政報告の申し出がありますので、こ

れを許可します。老松市長。

【老松市長 登壇】

○市長（老松博行） 令和元年第４回大仙市議会定例会に当たり、諸般の状況について申

し上げます。

はじめに、岩手県宮古市との友好交流についてであります。

宮古市との交流につきましては、平成１１年の「秋田・岩手地域連携軸推進協議会」

の設立がきっかけであり、地域資源の共有と交流・連携の促進による相互発展を目指し、

様々な協議会活動に共に取り組んだことが始まりでありました。平成２０年には、この

協議会を土台とした「大規模災害時における秋田・岩手横軸連携相互援助に関する協

定」の締結が実現し、防災分野でも結びつきを持つこととなり、平成２３年の東日本大

震災では甚大な被害を受けた宮古市に対し、大仙市として積極的な復旧・復興支援を行

うとともに、平成２９年に本市で発生した大雨災害では宮古市から多大なる支援をいた

だいたところであります。こうした様々な出来事を通じて両市の友好関係は年々深まっ

ており、「大仙市秋の稔りフェア」での宮古産サンマの無料配布をはじめ、両市の各種

イベントでの特産品ブースの設置や「大曲の花火」招待事業の実施、全国５００歳野球

大会への招待、教育関係者による視察、市職員の人事交流など様々な交流が展開されて

おります。

両市では、こうした交流の深まりを契機に、今後も持続的かつ発展的な友好交流を行

うため、１０月５日に、両市の市議会議員や農商工団体、市職員など関係者約７０名の

出席のもと、宮古市にて「大仙市・宮古市友好交流都市協定」を締結しております。こ

れまで育んできた絆を大切に、産業や経済、文化、教育、スポーツなど幅広い分野で一

層の親交を深めながら両市の相互発展につなげてまいります。

次に、台風１９号関係についてであります。

去る１０月１２日から日本に上陸した台風１９号につきましては、全国各地に甚大な

被害をもたらしたところであり、本市でも、幸い人的被害はなかったものの、倒木によ
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る住宅の一部破損や強風による農業被害、浸水による事業所被害などが発生しておりま

す。被害に遭われました皆様に対し心からお見舞いを申し上げます。

このほか「全国ジャンボうさぎフェスティバル」の中止をはじめ、「大曲の花火 秋

の章」や「きょうわ祭」の延期など様々な影響が生じたところであります。
さい

この台風１９号は、友好交流都市となった宮古市にも大きな被害を与えており、これ

を受け、宮古市と連絡を取り合いながら家屋調査業務や保健業務、給水業務、災害対策

本部業務などの支援を行うため、本市から応援職員を派遣しております。

今回の台風は、猛威を振るいながら東日本を縦断した結果、各地で河川の氾濫や土砂

崩れなどが発生しており、築堤等のハード対策の必要性を改めて感じた一方、河川堤防

の越水や決壊が相次いだことを受け、避難対策などのソフト対策の重要性を強く認識し

たところであります。

今回の台風被害をひとつの教訓に、市民の皆様の命と財産を守るため、災害時に備え

た避難体制の見直しや強化を図るとともに、築堤整備や排水施設の設置を含むハード整

備について国や県に重ねて要望するなど、引き続き災害に強いまちづくりに取り組んで

まいります。

次に、部局ごとに諸般の報告を申し上げます。

はじめに、総務部関係についてであります。

防災対策につきましては、今般の台風１９号も含め、近年の大規模災害の頻発を踏ま

え、１１月１４日に「危機管理と情報システムに係る講演会」を開催しております。被

災者支援システム全国サポートセンター長吉田稔氏を講師に迎え、阪神淡路大震災での

被災から復興までの経験談や、その震災に基づいて開発された被災者支援システムの活

用などについて講演をいただいております。

また、１１月２０日には、雄物川の大規模氾濫に備えた取り組みとして「雄物川危機

管理演習」を実施し、湯沢河川国道事務所のほか、秋田県や本市を含む雄物川流域自治

体の参加のもと、水害時の行動計画に基づいた実践的な演習を行っております。

職員採用試験につきましては、一般事務職中級及び初級、並びに初級土木の募集に対

して５０名の申し込みがあり、一般事務職初級１２名、初級土木２名、障がいをお持ち

の一般事務職１名、合わせて１５名が合格しております。令和２年度については、この

ほか一般事務職上級１４名、学芸員２名、保健師及び管理栄養士各１名、移住定住者４

名が内定しておりますので、合わせて３７名を新規採用する予定としております。
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雪対策につきましては、市民・事業所・行政が一丸となって雪に負けない市民協働の

まちづくりを推進するため、１１月１日に大曲市民会館を会場に「ゆき・まちだいせん

２０１９」を開催しております。自治会や自主防災組織の代表、道路除雪業者、除雪ボ

ランティア「大仙雪まる隊」など約２００人の参加のもと合同出動式を行っております。

次に、企画部関係についてであります。

計画最終年度を迎えている「大仙市まち・ひと・しごと創生総合戦略」につきまして

は、人口減少の緩和や地方創生の実現に向け、各分野の機関・団体の代表者２４名で構

成する「大仙市総合戦略会議」を開催しており、専門的見地から貴重なご意見を頂戴し

ております。現在、こうしたご意見や現行戦略の検証結果、社会動向などを反映させた

実効ある戦略づくりを目指して策定作業を進めており、今般、その素案がまとまったこ

とから、今次定例会終了後に議員説明会の開催をお願いし、議員各位に概要を説明する

予定としております。

買い物空白地域の解消に向けた取り組みとして公設民営により設置を進めておりまし

た「南外さいかい市」につきましては、１０月１３日に南外ふるさと館駐車場内にオー

プンしております。地域住民で組織する南外さいかい市運営協議会の皆様が運営を担い、

９月に協力協定を締結した「生活協同組合コープあきた」から主に商品を仕入れており

ます。地域の新たな食料品店として住民生活を支えるとともに、交流の場としての役割

も果たす「小さな拠点づくり」のモデルケースとして期待しております。

空き家の活用促進につきましては、１２月１４日に、花火伝統文化継承資料館はなび

・アムを会場に「空き家利活用促進セミナー」を開催する予定としております。これは

株式会社秋田銀行との連携協定に基づいた取り組みであり、県内外で活躍する専門家を

迎え、空き家の活用事例や実践方法を紹介していただくこととしております。空き家問

題の解決に向けた新たな取り組みとして有意義な機会にしたいと考えております。

次に、市民部関係についてであります。

環境対策につきましては、今般、本市の環境保全対策に関する指針である「第２次大

仙市環境基本計画」を策定したことから、今次定例会終了後、議員説明会の開催をお願

いし、議員各位に計画概要を説明する予定としております。

食品ロスの削減につきましては、「３０１０運動」による啓発活動や分量に配慮した

料理の提供などを行う「食べきり協力店」の登録を推進しており、１１月１８日現在の

登録数が３４店舗となっております。今後も引き続き協力店を募り、協力体制を構築し
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ながら、食品ロスの削減に対する意識の醸成と定着を図ってまいります。

安全・安心のまちづくりにつきましては、１０月１７日に中仙農村環境改善センター

において「安全安心推進集会」を開催しております。交通安全や防犯、防災、青少年健

全育成の関係団体から約２３０人の皆様に参加をいただき、６個人と２団体に対し功労

者表彰を行っております。

また、近年の高齢ドライバーの交通事故増加を踏まえ、安全装置付車両の体験乗車会

や、弁護士の河村憲史氏による交通事故に関する講演会を開催しております。
かわむらのりひと

次に、健康福祉部関係についてであります。

子育て支援の充実につきましては、子育てに安心と喜びを感じることができる社会環

境の構築に向けた切れ目のない支援制度を構築するため、９月３日に副市長を総括とす

る「子育て支援制度等検討会議」を設置しております。現在、子育て世代のニーズや生

活環境の変化等を踏まえた事業拡充や制度創設について検討を行っており、出会いや結

婚支援も含め、今後、実現可能となった事業については来年度から実施できるよう準備

を進めてまいります。

この検討会議では、１０月からスタートした「幼児教育・保育の無償化」についても

検討対象に加えております。これは、保育所や認定こども園を利用する３歳から５歳ま

での児童等の利用料が無償化された一方、これまで保育料に含まれていた副食費が無償

化から外れ、県と歩調をあわせた一部助成を実施している現状を踏まえたもので、来年

度からの副食費に対する支援拡充に向けて、現在、検討を重ねているところであります。

今年度から初めて合同開催とした「大仙市戦没者追悼式・平和祈念フォーラム」につ

きましては、１０月９日に仙北ふれあい文化センターを会場に開催しております。戦没

者の遺族や関係者など約２００人の参加のもと、戦没者の追悼をはじめ、平和標語コン

クールの表彰や非核平和レポーターによる研修成果の発表を行い、戦争の悲惨さや恒久

平和の願いを後世に継承する機会としております。

次に、農林部関係についてであります。

「農業と食に関する活性化基本構想」につきましては、１１月１２日に３回目となる

策定委員会を開催し、有識者である委員の皆様から専門的なご意見を頂戴しております。

優れた農産物や農産加工品、地酒、発酵食品など本市が誇る地域資源を最大限に活用し、

持続可能な強い農業の実現と本市全体の活気をもたらす裾野の広い産業構想の策定に向

け、引き続き作業を進めてまいります。
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１０月１９日、２０日の両日、大曲ヒカリオ広場及び花火通り商店街を会場に開催し

た「秋の稔りフェア」につきましては、初日はあいにくの悪天候となりましたが、二日

目は絶好の秋晴れとなり、大仙市の秋の稔りを楽しみに訪れた多くの方々でにぎわって

おります。

鮭資源の確保につきましては、９月８日に、天皇皇后両陛下のご臨席のもと、本県初

開催となった「第３９回全国豊かな海づくり大会」において、本市の「雄物川鮭増殖漁

業生産組合」が功績団体表彰として環境大臣賞を受賞しております。市では、その功績

をたたえるとともに、歴史ある鮭資源の確保活動を広く周知するため、１１月９日に、

仙北ふれあい文化センターを会場に、東京海洋大学客員准教授を講師に迎え、記念講演

会を開催しております。

次に、経済産業部関係についてであります。

国のモデル事業として選定され、厚生労働省の委託事業として取り組む「地域雇用活

性化推進事業」につきましては、１０月１日に関係団体で構成する大仙市雇用創造協議

会の事務所を開設しております。今後、企業の魅力向上と雇用の創出を図るための各種

セミナーを実施することとしており、本市産業の振興と経済の活性化を強力に進めてま

いります。

新たな企業団地の整備につきましては、１０月１日に地権者等を対象に説明会を開催

しており、１６名の出席のもと、事業計画や用地買収の手続き等について説明を行って

おります。今後、この団地整備を円滑に推進していくため、農業委員会や大曲土地改良

区等の関係機関との連携協力体制を築きながら、「農村地域への産業の導入の促進等に

関する法律」に基づく実施計画の策定や、農振除外、農地転用の手続きなどに取り組ん

でまいります。

今年で１５回目となる大仙市技能功労者表彰につきましては、９月２６日に、推薦団

体や議員各位をはじめ多数の皆様のご出席のもと、ものづくりに対して優れた技能を持

ち、本市産業の発展に尽力された６名の皆様を技能功労者として表彰しております。

太田町生活リゾート株式会社につきましては、１０月４日開催の議員説明会での説明

のとおり、深刻な経営難に陥っていることから解散・清算に向けた準備を進めておりま

す。１１月１４日に定時取締役会が開催され、解散議案が可決されたところであり、

１２月中に予定されている株主総会において解散議案を上程する予定となっております。

なお、同社が現在指定管理者として運営している市の施設については、令和２年度以降、
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中里温泉は当面市の直営とし、大台スキー場を含むその他の公共施設は他の指定管理者

による運営とする方向で検討しております。また、この中里温泉を含む市の温泉施設に

つきましては、近年の利用者の減少を踏まえ、今後の施設の在り方について抜本的な見

直しを図るため、来年度にかけて集中的な検討を行いたいと考えており、今次定例会に

指定管理期間を１年延長する議案を上程しているほか、あわせて債務負担行為の変更を

お願いしております。

次に、建設部関係についてであります。

「道路除雪事業」につきましては、これまで大曲地域を除く７地域において共同企業

体による除雪作業を実施してまいりましたが、今冬からは大曲地域においても地域を３

ブロックに分割した上で、他の地域と同様に共同企業体による除雪を行うこととしてお

ります。除雪作業を担う事業者については、１０月３１日にプロポーザル方式により選

定され、１０共同企業体と業務委託契約を締結しております。

次に、災害復旧事務所関係についてであります。

平成２９年から２カ年にわたり発生した大雨災害に伴う「災害復旧事業」につきまし

ては、１１月２２日現在で１８８カ所全ての工事の発注を終え、うち９６パーセントに

当たる１８１カ所で工事が完了しております。残る被災箇所の市道牛沢線及び林道沢内
うしざわ さわない

水沢線については、年内完成を予定しておりましたが、復旧工法に変更が生じたことに
みずさわ

伴い、国・県との協議を経て、今年度中の工事完成を目指すこととしております。

次に、教育委員会関係についてであります。

中仙地域の学校統合につきましては、９月２６日に関係教職員及び教育委員会職員か

ら構成する「中仙地域統合小中学校開校準備委員会」を設置しており、保護者や地域関

係団体への説明、施設整備の準備など分野ごとに作業チームを編成し、統合に向け取り

組みを進めております。

秋田県教育委員会の主催により行われた「令和元年度学力向上フォーラム」につきま

しては、１１月２３日に大曲小学校、大曲中学校、大曲高等学校及び大曲市民会館を会

場に開催され、県内外の教育関係者約１，１００人が参加しております。フォーラムで

は、会場校による公開授業や本市教員による持ち込み授業が行われたほか、「大仙教育

メソッド」の実践発表や講演、公開座談会が開催されております。

「第４１回全県５００歳野球大会」につきましては、９月２１日から２５日までの５

日間、神岡野球場を主会場に市内１８会場で開催され、全県各地から１８０チームが出
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場しております。大会期間中、雨による影響が心配されましたが無事終了しており、秋

田市の牛島クラブが優勝を果たし、本市の角間川角球クラブが準優勝に輝いております。

最後に、令和２年度当初予算編成について申し上げます。

来年度は、「第２次大仙市総合計画後期実施計画」並びに「第２期大仙市まち・ひと

・しごと創生総合戦略」により新たなまちづくりがスタートすることから、中長期的な

視点で人口減少の抑制や地方創生の実現を目指し、着実な事業展開を図っていくことを

念頭に置いた予算編成に努めてまいります。

主な事業としては、継続事業となる「（仮称）大綱交流館整備事業」や新規事業とし

て「花館小学校校舎増築事業」など大型事業が予定されているほか、会計年度任用職員

制度の導入等により、一般会計の当初予算総額は本年度を上回るものと見込んでおりま

す。

一方、歳入については、合併算定替えによる特例期間の終了に伴い、普通交付税が減

額されることから、今後も厳しい財政運営が続くものと見込まれております。こうした

ことから、事業の「選択と集中」のより一層の推進と、ＰＤＣＡサイクルによる事業検

証に加え、有効性や公平性、効率性、代替の可能性など、あらゆる視点から抜本的な見

直しが必要となっております。

こうした厳しい財政状況ではありますが、予算編成においては、現在、全庁体制で検

討を進めている「総合的な子育て支援制度」や「農業と食に関する活性化基本構想」、

「企業団地整備プロジェクト」のほか、次世代へつなぐ地域創造に向けた潜在的な成長

力のさらなる掘り起こしや、少子化及び若者定住対策を強く押し進める施策など、本市

の発展に欠かせない市民の皆様の満足度向上に資する施策については予算を重点的に配

分するなど、メリハリのある予算編成に取り組んでまいります。

以上、諸般の状況を申し上げましたが、これ以外のものについては、別添のとおり報

告させていただきます。

今後とも市民の皆様並びに議員各位のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げ

まして、市政の報告とさせていただきます。

【老松市長 降壇】

○議長（金谷道男） 次に、日程第５、議案第９４号から日程第１７、議案第１０６号ま

での１３件を一括して議題といたします。
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本１３件に関し委員長の報告を求めます。決算特別委員長１８番佐藤芳雄君。

（「はい」と呼ぶ者あり）

【１８番 佐藤芳雄議員 登壇】

○決算特別委員長（佐藤芳雄） ご報告申し上げます。

去る９月１２日の令和元年第３回定例会本会議第３日において、当委員会に審査付託

となり継続審査となっておりました議案第９４号「平成３０年度大仙市一般会計歳入歳

出決算の認定について」から議案第１０６号「平成３０年度大仙市淀川財産区特別会計

歳入歳出決算の認定について」までの１３件について、１１月５日から１１日までの７

日間にわたり、委員会及び分科会を開催し、この間、担当職員の出席を求め、監査委員

の審査意見書を参考にしながら、予算が適正かつ効率的な執行されているかどうかを慎

重に審査をいたしましたので、審査の経過及び結果についてご報告いたします。

審査は、総務民生、企画産業、教育福祉、建設水道の４分科会を設置し、担当部門を

決め、所管する決算について個別に審査し、疑義をただしながら、軽微な改善事項につ

いてはその都度、関係職員に改善等を求めて審査を行ったところであります。

また、最終日には、当局の出席を求め、各分科会からの審査報告を行った後、委員会

として質疑、討論、採決を行い、審査結果と意見について申し上げたところであります。

それでは、審査における意見について順次申し上げます。

はじめに、総務民生分科会について申し上げます。

１点目は、実質公債費比率、将来負担比率などの財政指数は前年度より改善されてい

る。しかし、今後は人口減少等により普通交付税の縮減が見込まれることから、引き続

き財政運営の健全化に努められたい。また、適正な積立基金の確保にも努められたい。

２点目は、予算執行の中で予算流用が多く見られるが、執行に当たっては十分に精査

し、適正な取り扱いをされたい。

３点目は、職員数が減少しているが、再任用職員及び臨時職員等の処遇や取り扱いを

十分に留意し、住民サービスの低下を招かないように努められたい。

４点目は、市税等の収納に関しては、収納率が向上していることは評価するものであ

る。今後も本庁と支所の連携を密にし、滞納処分に関しては生活実態を十分に調査し実

施していただきたい。

５点目は、国民健康保険事業は、急激な市民負担増にならないよう、国保財政調整基

金も含めた対応を引き続き検討されたい。
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次に、企画産業分科会について申し上げます。

１点目は、市のＰＲとして効果のあった秋田空港看板活用事業について、秋田空港以

外の空港や東京駅、道の駅などにも看板を設置し、市のＰＲ強化に努められたい。

２点目は、地域交通対策事業について、各地域の高齢化に伴った共助団体等による公

共交通の在り方を検討されたい。

３点目は、むすび・サポート事業については、あきた結婚支援センターへの登録時負

担金に対する新たな支援策や、出会い・結婚応援イベント助成の拡充などを検討された

い。

４点目は、いぶりがっこ産地化事業費では、計画の変更が必要な部分については国か

らの助成金も含まれていることから、結論をあまり先延ばしにしないで早めに結論を出

すように努められたい。

５点目は、温泉施設管理費における施設の在り方の見直しについて、具体的な方向性

を早急に示していただきたい。

６点目は、観光物産協会の運営について、補助金や受託事業のさらなる適正化に向け

た指導に努められたいとの意見がありました。

次に、教育福祉分科会について申し上げます。

１点目は、キャリア教育推進「総合的な学力育成」事業費のうち、「大仙ふるさと博

士育成」事業については、本事業の成果は長く将来にわたって現われてくるものであり、

重要な事業と考えられる。将来の「ふるさと」を担う人材を育成するという観点から、

保護者及び家庭はもとより地域全体で広がっていくような方策を推進されるよう努めら

れたい。

２点目は、通学路等安全確保事業費について、中学校によって使用するヘルメットが

異なるために価格が違い、補助金額も変わっているが、今後新たに導入する場合、購入

の際の価格の差異をなくすため、大仙市として統一した規格のヘルメットとすることを

要望したい。

３点目は、市民会館運営費について、事業継続の可否も含め、各事業を精査した上で

高い収支比率の目標を設定し、その数値を達成できるよう努められたい。

４点目は、放課後児童クラブ管理運営費について、施設を整備するに当たり、利用者

の生活環境も考慮すべきと考えられる。施設までの距離や交通事情などにより、通うの

が不便であるなど利用者によって公平さを欠くことがないよう考慮されることを要望し
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たいとの意見がありました。

次に、建設水道分科会について申し上げます。

１点目は、橋りょうの修繕や除雪機械の更新については、計画や目標に対して遅れが

目立つようになってきているので、計画や目標の達成に向けた対応について検討された

い。

２点目は、市道敷地の未登記については、大分解消されてきてはいるが、まだ未登記

筆数もかなり件数が残っているので、今後の対応を検討の上、可能な限り早期に解消さ

れるよう努められたい。

３点目は、市道敷地に限らず借用している不動産については、買収を進めるなど借用

不動産の解消に向けて検討されたい。

４点目は、公園の中には子どもたちへの教育的観点から動物を飼育しているところも

あるが、その動物の管理についてもしっかりと対応するよう努められたい。また、市内

には老朽化により遊具が撤去された公園があるが、市内各地域に拠点となる公園を整備

し、遊具のない小規模な公園は廃止することなど、総合的な見地から公園を集約すると

ともに、今後の公園施設のあり方について検討されたい。

５点目は、平成２９年及び平成３０年の豪雨により発生した膨大な被災箇所は、鋭意

努力によって今年度中に全て復旧予定となっていることは評価するものである。今後も

引き続き、復旧完了まで順調に工事を進められたいとの意見がありました。

以上、平成３０年度大仙市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算の審査意見書として

議長に提出しております。

委員会において、議案第９４号「平成３０年度大仙市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて」の質疑はなく、討論において、反対意見がありました。採決の結果、出席委員

の多数をもって、本決算は認定すべきものと決した次第であります。

また、議案第９５号「平成３０年度大仙市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定について」から議案第１０６号「平成３０年度大仙市淀川財産区特別会計歳入歳出

決算の認定について」までの１２件につきましては、質疑・討論はなく、全会一致で認

定すべきものと決した次第であります。

なお、当局におかれましては、これらの意見等を踏まえまして、令和２年度への予算

編成への反映をはじめ、今後の各種施設の改善、また、評価された施策の推進拡大に一

層努めていただくことを望むものであります。
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以上で報告を終わります。

○議長（金谷道男） ただ今の委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 質疑なしと認めます。

【１８番 佐藤芳雄議員 降壇】

○議長（金谷道男） これより討論を行います。討論の通告がありますので発言を許しま

す。１０番藤田和久君。

（「はい、１０番」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） はい、１０番。

【１０番 藤田和久議員 登壇】

○１０番（藤田和久） 日本共産党の藤田和久でございます。

私は、議案第９４号、平成３０年度大仙市一般会計歳入歳出決算の認定について、反

対討論を行います。

私たち日本共産党は、議案第９４号、平成３０年度大仙市一般会計歳入歳出決算のも

ととなる予算案において、人件費や地方交付税の削減を目標とするトップランナー方式

の導入や個人情報漏えいの危険があるマイナンバー制度の推進など、地方財政計画に

従っていること。また、教育振興費補助金のうち、一部高校への補助金が多く、大変不

平等であること。また、安保法制強行の下、自主事業として開催する自衛隊音楽隊の演

奏会は問題があるとして反対をしております。本決算はその執行であり、認めることは

できません。

大仙市の職員数は、定員適正化計画を超えて削減が進んでいるとのことでありますが、

７２０程の一般会計事務事業執行に当たっては、７６５名の再任用職員を含む正規一般

職員のほか、１４０名の嘱託職員と３３０名以上の臨時職員に頼らざるを得ない状況に

あります。来年度からは、安倍政権の「働き方改革」を自治体職場に具体化した会計年

度任用職員制度が導入されようとしているようですが、これは総人件費削減を一層進め

るためのもので、正規労働者を限りなく非正規労働者に置き換えようとするもので、公

務と公共業の解体に導くことになりかねないと危惧をしておるところでございます。

住民の安全・安心を支える公務公共サービスの充実・拡充のため、安定的な正規職員

の拡大に力を入れるべきではないかと考えるものです。これらを申し上げ、反対討論と

いたします。
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以上。

【１０番 藤田和久議員 降壇】

○議長（金谷道男） 次に、１９番髙橋徳久君。

（「はい、議長、１９番」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） １９番。

【１９番 髙橋徳久議員 登壇】

○１９番（髙橋徳久） だいせんの会の髙橋徳久でございます。

私は、議案第９４号、平成３０年度大仙市一般会計歳入歳出決算の認定につきまして、

賛成の立場から意見を述べさせていただきます。

平成３０年度の決算につきましては、地方交付税の大幅な減額、大型補助事業の終了

等による国庫支出金も大幅な減額となって、大変厳しい予算執行であったと思われます。

「防災減災対策の推進と都市基盤の整備」「少子化・人口減少対策」「大仙らしさ

（地域資源）の活用」「地域の人づくり」「だいせんライフの確立と発信」の五つの視

点に基づいた予算の編成を行い、重要施策である産業振興・雇用、農業振興、地域振興、

子育て支援、健康・福祉事業、防災・雪対策事業、教育の推進をはじめとした各種事業

に積極的に取り組まれ、厳しい予算の中、住民ニーズに沿った事業を展開し、有効活用

された決算であると思います。

財政面では、普通交付税の減額による財源不足を補うため、財政調整基金を６億取り

崩すことになったものの、結果として８億５，０００万積み増しし、目標の３０億を超

え３１億の残高となりました。毎年この財政調整基金を取り崩さなければ予算組みがで

きない現状にあって、目標額以上の残高を得られたことは評価に値することと思います。

また、実質公債費比率、将来負担比率などの財政指数も前年度と比べて改善されてお

り、さらには市税等の収納率を向上させているなど、財政の健全化に積極的に取り組ん

でいることが伺えます。

地方交付税の減額などにより大変厳しい予算執行の中、市民の福祉の向上のためにご

尽力された職員の皆様に対し、心から敬意と感謝を表する次第であります。

以上、平成３０年度大仙市一般会計歳入歳出決算に対する評価を申し述べさせていた

だきましたが、市当局におかれましては、市民生活の安寧のために引き続きご努力され

ることをご期待申し上げまして、私の賛成討論といたします。

【１９番 髙橋徳久議員 降壇】



- 19 -

○議長（金谷道男） ほかに討論の通告がありませんので、これにて討論を終結いたしま

す。

これより、ただ今、議題となっております案件中、議案第９４号を採決いたします。

この採決は起立をもって行います。本件に対する委員長報告は認定であります。本件は、

委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者２１人 起立）

○議長（金谷道男） 起立多数であります。よって本件は、認定することに決しました。

次に、ただ今、議題となっております案件中、議案第９５号から議案第１０６号まで

の１２件を一括して採決いたします。本１２件に対する委員長報告は認定であります。

本１２件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） ご異議なしと認めます。よって本１２件は、認定することに決しま

した。

○議長（金谷道男） 次に、日程第１８、議案第１１７号から日程第２４、議案第１２３

号までの７件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。舛谷総務部長。

【舛谷総務部長 登壇】

○総務部長（舛谷祐幸） はじめに、議案第１１７号、大仙市一般職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例の制定につきまして、ご説明申し上げます。

お手元の資料ナンバー１、議案書の１ページから１６ページまでをお願いいたします。

本案は、人事院勧告を受けた国の一般職の職員の給与改定に倣い、市一般職の給与を

改定するものであります。

はじめに、令和元年度の給与改定につきましては、給料を０．１パーセント、また、

１２月期の勤勉手当を０．０５月分引き上げる改定を行うものであります。

次に、令和２年度以降の給与改定につきましては、住居手当の算定基礎額などを改正

するとともに、６月期と１２月期の期末手当の支給配分の見直しを行うものであります。

これらの改正は、所要の経過措置を設け、令和元年度の給与改定につきましては、公

布の日から施行し、平成３１年４月１日からの適用、また、令和２年度以降の給与改定

につきましては、令和２年４月１日に施行するものであります。
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次に、議案第１１８号、大仙市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例並びに議案第１１９号、大仙市長及び副市長の給与及び旅費に関する

条例等の一部を改正する条例の制定につきまして、一括してご説明申し上げます。

議案書の１７ページから２１ページまでをお願いいたします。

本２案は、一般職の給与改定に倣い、議員並びに常勤特別職に係る令和元年１２月期

の期末手当を０．０５月分引き上げるとともに、令和２年度以降の期末手当の支給配分

の見直しを行うものであります。

これらの改正は、期末手当の引き上げにつきましては公布の日から、また、令和２年

度以降の期末手当の支給配分の見直しにつきましては、令和２年４月１日から施行する

ものであります。

次に、議案第１２０号、令和元年度大仙市一般会計補正予算（第７号）につきまして、

ご説明申し上げます。

お手元の資料ナンバー２の予算書〔１２月補正①〕をご覧願います。

１ページをお願いいたします。

今回の補正予算は、人事院勧告及び人事異動等に伴う人件費などにつきまして補正を

お願いするもので、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億１，０９１万４千円を追加し、

補正後の予算総額を４４４億６，２３５万２千円とするものであります。

補正予算の概要について、事項別明細書により歳入からご説明申し上げます。

８ページをお願いいたします。

２０款繰越金は、前年度繰越金として１億１，０９１万４千円の補正であります。

続きまして、歳出についてご説明を申し上げます。

９ページの１款議会費から１９ページの１１款災害復旧費までの職員人件費及び特別

職人件費並びに各特別会計繰出金につきましては、人事院勧告や人事異動等に伴う常勤

特別職及び一般職に係る人件費として、総額で１億１，０９１万４千円の補正でありま

す。

２０ページになります。

１２款公債費は、長期債元金償還金として、各人件費のうち住宅使用料等を充当して

いた人件費の減額補正に伴い、充当先を本事業に振り替えするものであります。

なお、議員報酬・期末手当及び共済費につきましても、人事院勧告に倣い、期末手当

支給率の変更による引き上げ分がありますが、既存予算により対応いたしますので、補
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正予算としては計上してございません。

続きまして、特別会計についてご説明を申し上げます。

今回の各特別会計の補正予算は、一般会計と同様に、人事院勧告等に伴う職員人件費

につきまして補正をお願いするものであります。

２５ページをお願いいたします。

議案第１２１号、令和元年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）に

つきましては、歳入歳出予算の総額にそれぞれ５２２万８千円を追加し、補正後の予算

総額を７９億９，０４８万６千円とするものであります。

３５ページをお願いいたします。

議案第１２２号、令和元年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につ

きましては、歳入歳出予算の総額からそれぞれ２９２万７千円を減額し、補正後の予算

総額を８億８，８２１万６千円とするものであります。

４５ページをお願いいたします。

議案第１２３号、令和元年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第１号）につき

ましては、歳入歳出予算の総額にそれぞれ５３９万１千円を追加し、補正後の予算総額

を１０億５，３４８万８千円とするものであります。

以上、ご説明を申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようよろし

くお願い申し上げます。

【舛谷総務部長 降壇】

○議長（金谷道男） これより質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 質疑なしと認めます。

ただ今、議題となっております議案第１１７号から議案第１２３号までの７件は、議

案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。

○議長（金谷道男） 次に、日程第２５、議案第１２４号から日程第２７、議案第１２６

号までの３件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。今野上下水道事業管理者。

【今野上下水道事業管理者 登壇】

○上下水道事業管理者（今野功成） 議案第１２４号から議案第１２６号につきまして、
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ご説明申し上げます。

今回の補正予算は、３会計ともに、給与改定及び人事異動に伴う職員給与費の減額補

正であります。

お手元の資料ナンバー２、大仙市補正予算〔１２月補正①〕の５５ページをご覧願い

ます。

議案第１２４号、令和元年度大仙市上水道事業会計補正予算（第１号）につきまして、

ご説明申し上げます。

第２条収益的支出の補正として、予算に定めた職員給与費から１，３１０万９千円を

減額補正し、補正後の額を６億７，５５５万４千円とするものであります。

続きまして、６７ページをお願いいたします。

議案第１２５号、令和元年度大仙市簡易水道事業会計補正予算（第２号）につきまし

て、ご説明申し上げます。

第２条収益的支出の補正として、予算に定めた職員給与費から８９９万５千円を減額

補正し、補正後の額を１２億３，７３０万９千円とするものであります。

続きまして、７９ページをお願いいたします。

議案第１２６号、令和元年度大仙市下水道事業会計補正予算（第２号）につきまして、

ご説明申し上げます。

第２条収益的支出の補正として、予算に定めた職員給与費から１，２７２万円を減額

補正し、補正後の額を２９億２，７４２万４千円とするものであります。

また、第３条資本的支出の補正として、予算に定めた職員給与費から１４６万７千円

を減額補正し、補正後の額を２４億３，２４５万１千円とするものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。

【今野上下水道事業管理者 降壇】

○議長（金谷道男） これより質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 質疑なしと認めます。

ただ今、議題となっております議案第１２４号から議案第１２６号までの３件は、建

設水道常任委員会に付託いたします。
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○議長（金谷道男） この際、常任委員会審査のため、暫時休憩いたします。再開時刻は

後程ご連絡いたします。

午前１０時５７分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午前１１時４５分 再 開

○議長（金谷道男） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

○議長（金谷道男） 日程第１８、議案第１１７号から日程第２０、議案第１１９号まで

の３件を一括して再び議題といたします。

本３件に関し、委員長の報告を求めます。総務民生常任委員長１４番後藤健君。

（「はい、議長」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） １４番。

【１４番 後藤健議員 登壇】

○総務民生常任委員長（後藤 健） ご報告いたします。

当常任委員会に審査付託となりました事件につきまして、本会議休憩中に委員会を開

催し、関係部長等の出席を求めて慎重審査いたしましたので、その経過及び結果につい

てご報告いたします。

議案第１１７号「大仙市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」から議案第１１９号「大仙市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例等

の一部を改正する条例の制定について」までの３件は、当局の説明を了とし、質疑・討

論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもちまして、本３件は原案のとおり可決すべ

きものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（金谷道男） ただ今の委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 質疑なしと認めます。

【１４番 後藤健議員 降壇】

○議長（金谷道男） これより討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 討論なしと認めます。
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これより議案第１１７号から議案第１１９号までの３件を一括して採決いたします。

本３件に対する委員長報告は原案可決であります。本３件は、委員長報告のとおり決す

ることにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） ご異議なしと認めます。よって本３件は、原案のとおり可決されま

した。

○議長（金谷道男） 次に、日程第２１、議案第１２０号から日程第２７、議案第１２６

号までの７件を一括して再び議題といたします。

本７件に関し、各委員長の報告を求めます。はじめに、総務民生常任委員長１４番後

藤健君。

（「はい、議長」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） はい、１４番。

【１４番 後藤健議員 登壇】

○総務民生常任委員長（後藤 健） ご報告いたします。

議案第１２０号「令和元年度大仙市一般会計補正予算（第７号）」から議案第１２２

号「令和元年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」の３件につきまし

ては、当局の説明を了とし、質疑・討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもちま

して、本３件は原案のとおり可決すべきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（金谷道男） ただ今の委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 質疑なしと認めます。

【１４番 後藤健議員 降壇】

○議長（金谷道男） 次に、教育福祉常任委員長１９番髙橋徳久君。

（「はい、議長」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） １９番。

【１９番 髙橋徳久議員 登壇】

○教育福祉常任委員長（髙橋徳久） ご報告いたします。

休憩前の本会議において当委員会に審査付託となりました事件につきまして、委員会
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を開催し、所管関係部長等の出席を求めて慎重審査いたしましたので、その経過及び結

果についてご報告いたします。

議案第１２０号「令和元年度大仙市一般会計補正予算（第７号）」のうち、当委員会

に審査付託となりました所管する補正予算及び議案第１２３号「令和元年度大仙市学校

給食事業特別会計補正予算（第１号）」につきましては、当局からの補正内容の説明を

了とし、質疑及び討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもちまして、本２件は原

案のとおり可決すべきものと決しました。

以上で報告を終わります。

○議長（金谷道男） ただ今の委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 質疑なしと認めます。

【１９番 髙橋徳久議員 降壇】

○議長（金谷道男） 次に、建設水道常任委員長１５番佐藤育男君。

（「はい、議長、１５番」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） １５番。

【１５番 佐藤育男議員 登壇】

○建設水道常任委員長（佐藤育男） ご報告いたします。

休憩前の本会議において当委員会に審査付託となりました事件につき、本会議休憩中

に委員会を開催し、所管関係部長等の出席を求めて慎重審査いたしましたので、その経

過及び結果についてご報告いたします。

議案第１２４号「令和元年度大仙市上水道事業会計補正予算（第１号）」、議案第

１２５号「令和元年度大仙市簡易水道事業会計補正予算（第２号）」及び議案第１２６

号「令和元年度大仙市下水道事業会計補正予算（第２号）」の３件につきましては、関

連することから一括で審査をいたしました。

当局からの補正内容の説明を了とし、質疑・討論はなく、採決の結果、出席委員の一

致をもちまして、本３件は原案のとおり可決すべきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（金谷道男） ただ今の委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 質疑なしと認めます。
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【１５番 佐藤育男議員 降壇】

○議長（金谷道男） これより討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） 討論なしと認めます。

これより、議案第１２０号から議案第１２６号までの７件を一括して採決いたします。

本７件に対する委員長報告は原案可決であります。本７件は、委員長報告のとおり決す

ることにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） ご異議なしと認めます。よって本７件は、原案のとおり可決されま

した。

○議長（金谷道男） この際、昼食のため暫時休憩いたします。再開は午後１時といたし

ます。

午前１１時５３分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午後 １時００分 再 開

○議長（金谷道男） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

○議長（金谷道男） 日程第２８、議案第１２７号から日程第５１、議案第１５０号まで

の２４件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。舛谷総務部長。

【舛谷総務部長 登壇】

○総務部長（舛谷祐幸） はじめに、議案第１２７号、会計年度任用職員制度の施行に伴

う関係条例の整理に関する条例の制定につきまして、ご説明申し上げます。

資料ナンバー１、議案書の２２ページから２８ページまでをお願いいたします。

本案は、地方公務員における臨時職員や非常勤職員の適正な任用及び勤務条件の確保

を目的に地方公務員法が改正され、来年度から会計年度任用職員制度が導入されること

に伴い、職員の給与や勤務条件など関係する１３条例におきまして、会計年度任用職員

の適用に係る規定の整理など所要の改正を行うもので、令和２年４月１日から施行する

ものであります。
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次に、議案第１２８号、大仙市大綱交流サロン条例の一部を改正する条例の制定につ

きまして、ご説明申し上げます。

議案書の２９ページと３０ページをお願いいたします。

本案は、来年２月に開催される刈和野の大綱引きに合わせて改修中の大綱交流サロン

について、同じく来年１０月に供用開始予定の（仮称）大綱交流館との混同を避けるた

め、名称の一部を改めるもので、施設の供用を開始する令和２年２月１日から施行する

ものであります。

次に、議案第１２９号、大仙市一般職の職員の給与に関する条例及び大仙市一般職の

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定につきまして、ご説明申

し上げます。

議案書の３１ページと３２ページをお願いいたします。

本案は、市立大曲病院の診療部門に診療部長を置く体制を整えるなどの関係条例の改

正を行うもので、医療職における診療部長の職務の級を規定するほか、同職の特殊勤務

手当の額を１８万円とするものであります。

また、市立大曲病院の夜間看護従事に係る手当の額を国家公務員に倣い改正するもの

で、これらの改正は、令和２年４月１日から施行するものであります。

次に、議案第１３０号、大仙市駐車場条例の一部を改正する条例の制定につきまして、

ご説明申し上げます。

議案書の３３ページと３４ページをお願いいたします。

本案は、大曲駅東駐車場の駐車料金の無料時間を駐車開始後２時間から１時間に改め

るとともに、新幹線利用時などの長時間駐車を対象に実施している料金の据え置きにつ

いて、据置開始時間を１０時間から１１時間に改めるもので、令和２年４月１日から施

行するものであります。

次に、議案第１３１号、大仙市大曲駅自転車駐車場条例の一部を改正する条例の制定

につきまして、ご説明申し上げます。

議案書の３５ページと３６ページをお願いいたします。

本案は、大曲駅前自転車駐車場と大曲駅東自転車駐車場の使用料及び保管料を無料と

するほか、この改正に伴う所要の条文改正を行うもので、令和２年４月１日から施行す

るものであります。

次に、議案第１３２号、大仙市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
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制定につきまして、ご説明申し上げます。

議案書の３７ページから６１ページまでをお願いいたします。

本案は、来年度から会計年度任用職員制度が導入されることに伴い、会計年度任用職

員の給与及び費用弁償に関し必要な事項を定めるもので、令和２年４月１日から施行す

るものであります。

次に、議案第１３３号、秋田県市町村総合事務組合規約の一部変更につきまして、ご

説明を申し上げます。

議案書の６２ページから６４ページまでをお願いいたします。

本案は、秋田県市町村総合事務組合の構成団体である北秋田市周辺衛生施設組合が今

年度をもって解散することに伴い、秋田県市町村総合事務組合規約の一部を変更する必

要があり、地方自治法の規定に基づき同組合規約の一部を変更するために、関係地方公

共団体との協議を行うことについて議会の議決を求めるものであります。

次に、議案第１３４号から議案第１４９号までの公の施設の指定管理者の指定に係る

１６案につきまして、一括してご説明を申し上げます。

議案書の６５ページから８０ページまでをお願いいたします。

本１６案は、今年度をもって指定管理期間が終了する施設の指定管理者の指定につい

て、議会の議決を求めるものであります。

はじめに、議案第１３４号、協和内水面漁業近代化施設及び協和広場等利用施設の指

定管理者の指定につきましては、庄内養殖管理組合に３年間、議案第１３５号、大曲地

域職業訓練センターの指定管理者の指定につきましては、職業訓練法人大曲仙北職業訓

練協会に５年間、議案第１３６号、神岡生産物直売・食材供給施設の指定管理者の指定

につきましては、株式会社神岡ふるさと振興公社に５年間、議案第１３７号、中仙地域

農業総合管理施設の指定管理者の指定につきましては、物産中仙株式会社に５年間、議

案第１３８号、八乙女温泉さくら荘の指定管理者の指定につきましては、むつみ造園土

木株式会社に３年間、議案第１３９号、神岡交流促進センターの指定管理者の指定につ

きましては、神岡ふるさと振興公社に１年間、議案第１４０号、西仙北ぬく森温泉ユメ

リアの指定管理者の指定につきましては、新生ビルテクノ株式会社に１年間、議案第

１４１号、協和温泉四季の湯の指定管理者の指定につきましては、株式会社協和振興公

社に１年間、議案第１４２号、南外ふるさと館の指定管理者の指定につきましては、厚

生ビル管理株式会社に１年間、議案第１４３号、史跡の里交流プラザ柵の湯の指定管理
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者の指定につきましては、株式会社秋田スパ・アンド・ドライブイン・サービスに１年

間、議案第１４４号、太田交流の森及び太田レクリエーションの森の指定管理者の指定

につきましては、株式会社大曲スポーツセンターに１年間、議案第１４５号、八乙女交

流センターの指定管理者の指定につきましては、むつみ造園土木株式会社に３年間、議

案第１４６号、大曲市民プール等の指定管理者の指定につきましては、大曲スポーツク

ラブに５年間、議案第１４７号、八乙女球場及び八乙女運動公園テニスコートの指定管

理者の指定につきましては、むつみ造園土木株式会社に３年間、議案第１４８号、太田

新興緑地広場等及び議案第１４９号、太田南部地区公園及び横沢東農村公園の指定管理

者の指定につきましては、株式会社大曲スポーツセンターに１年間、それぞれ指定管理

させるものであります。

なお、指定管理期間でありますけれども、指定管理期間が１年間の施設につきまして

は、令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで、３年間の施設につきましては、令

和２年４月１日から令和５年３月３１日まで、５年間の施設につきましては、令和２年

４月１日から令和７年３月３１日の期間であります。

次に、議案第１５０号、令和元年度大仙市一般会計補正予算（第８号）につきまして、

ご説明申し上げます。

お手元の資料ナンバー３の予算書〔１２月補正②〕をご覧願います。

１ページをお願いいたします。

今回の補正予算は、子育て支援に係る基金積立金や、小・中学校各種大会派遣費補助

金などにつきまして補正をお願いするもので、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億

６，０１２万３千円を追加し、補正後の予算総額を４４６億２，２４７万５千円とする

ものであります。

４ページをお願いいたします。

繰越明許費につきましては、国土調査事業費について繰越明許費の設定をお願いする

ものであります。

債務負担行為の補正につきましては、雪解け後の道路等の維持補修を速やかに行うた

めの道路維持管理費及び交通安全施設整備費のほか、大仙市協和内水面漁業近代化施設

など１２件の指定管理料について債務負担行為の追加をお願いするものであります。

補正予算の概要について、事項別明細書により、歳入からご説明を申し上げます。

９ページをお願いいたします。
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１５款国庫支出金は、保育所等整備交付金及び母子保健情報連携システム改修事業費

補助金として１，２３８万９千円の補正、１６款県支出金は、国土調査事業費補助金と

して５１６万円の補正、２０款繰越金は、前年度繰越金として１億３，７２５万６千円

の補正、２１款諸収入は、分収交付金として５３１万８千円の補正であります。

続きまして、歳出についてご説明を申し上げます。

１０ページをお願いいたします。

２款総務費は、３，２１６万９千円の補正であります。

主な内容といたしまして、庁舎管理費は、南外支所屋上防水改修工事費として

２，２００万円の補正、電子計算管理運営経費は、定型業務を自動化するＲＰＡ及び

Ｗｅｂ会議システムの導入経費として５３８万２千円の補正であります。

３款民生費は、１億１，１４６万１千円の補正であります。

内容といたしまして、地域福祉振興基金積立金は、次年度以降に実施を予定している、

切れ目のない子育て支援施策の実施財源の積立金として１億円の補正、民間保育所等整

備事業費補助金は、大曲地域に認可保育所の整備を計画している民間事業者に対する

トンネル補助金として１，１４６万１千円の補正であります。

１２ページになります。

４款衛生費は、乳幼児健康診査費として、来年度から開始される乳幼児健康診査結果

の情報連携に向けた現行のシステム改修経費として２８８万８千円の補正であります。

６款農林水産業費は、国土調査事業費として、緊急対策箇所の早期着手を目的とした

国の追加配分に伴う西仙北及び協和地域の地籍調査事業費として６８８万円の補正であ

ります。

１４ページになります。

１０款教育費は、教育振興費補助金として、小・中学校の部活動における全県・東北

及び全国大会出場に係る派遣費補助金の不足見込分として、小学校費においては１３７

万８千円の補正、中学校費においては５３４万７千円の補正であります。

以上、ご説明を申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い

を申し上げます。

【舛谷総務部長 降壇】

○議長（金谷道男） これにて、本定例会に上程された議案についての説明が終了いたし
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ました。

○議長（金谷道男） お諮りいたします。議案等調査のため、１１月２７日から１２月４

日まで８日間、休会いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（金谷道男） ご異議なしと認めます。よって、１１月２７日から１２月４日まで

の８日間、休会することに決しました。

○議長（金谷道男） 以上で本日の日程は、全て終了いたしました。

本日はこれをもって散会し、来たる１２月５日、本会議第２日を定刻に開議いたしま

す。

ご苦労様でした。

午後 １時１４分 散 会
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